
高齢社会における商品開発
－ 介護関連分野のタオル商品開発研究 （Ｈ１９～２０）－

本研究は、介護関連分野のタオル商品開発研究により実施しました。

多様なニーズがあるシルバー市場の中、使用者本人が商品に対する満足感を得る
ことで、リピート商品として定着することを目的としたタオル製品の試作開発を行
いました。

「介護」商品という直接的な開発ではなく、一般消費者と同じ視点で商品が選択
できるように「肌にやさしい」「あつかいやすい」など、さりげなくサポートでき
る配慮を施した商品開発が必要であることが分かりました。
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１．ボディタオルの試作

２．ホームウエアの試作

介護者の扱いやすいサイズを検討すること、また、被介護者の肌への配慮から、「泡立ち」を
キーワードに肌にやさしい生地であることを検討し、ボディタオルの試作を行いました。更に、
介護事業所において、モニタリングを繰り返すことにより、完成度を高めました。

パジャマなどの上に羽織ることを目的としたホームウエアの試作を
行いました。ガウンよりも活動的で、カーディガンよりも羽織るこ
とが容易にできる形態を検討しました。また、４重ガーゼの生地に
することで、多色表現を織り柄として表現し、デザイン面でも華や
かさを持たせました。
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ポリエステルスパンループ糸試験糸ＤＤ
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